
 

 朝夕の気温がぐっと下がって、山々の色づきが一層濃くなり、秋の深まりを感じるころ

となりました。学校では、コロナ禍の中ではありますが、「オープンスクール」「マラソン

大会」「但馬駅伝大会」「修学旅行」「餅つき大会」と、お陰様で順調に行事を行うことが

できています。子どもたちは、「中竹野」と「中竹野小学校」への感謝の気持ちをもって、充実した生活を送

っています。 

 

 

 

 

先日、中竹野小学校最後の「餅つき大会」を行いました。平成４年度から、

本校の「米づくり」体験活動が始まりました。数えてみれば、今年の餅つき

大会がちょうど３０回目となりました。始めたころは、「田植え」「草取り」

「稲刈り・乾燥」「脱穀」「収穫祭（餅つき大会）」が一連の活動でした。 

「田植え」では、無農薬農法に挑戦して、「EM菌」を使った肥料を使用し

たり、雑草を抑えるためにマルチを敷いたりしました。そして稲の株別れ（分

げつ）を促すために１本植えを試したこともありました。また、稲刈りの後、

刈った稲をリヤカーに積んで運び、校庭に作った稲木（いなき）に掛けて天日

干しをして乾燥した時期もありました。更に、乾燥後の脱穀には「千歯扱き

（せんばこき）」や「足踏み脱穀機」を使って「脱穀」の作業も経験しました。

そして、全校児童、保護者、地域のお年寄りの方が集まって、「収穫祭（餅つ

き大会）」を行いました。「収穫祭」では子ども達は、保護者やお年寄りの皆

さんから全面的にご協力をいただき、杵と臼を使った餅つき体験をさせてい

ただきました。更についた餅を「もち花木」に飾って「もち花」を作ってもら

ったり、石うすで大豆を引いた「手作りきな粉」をいただいたりするなど、貴

重な経験もさせていただきました。 

時が進むにつれて、活動内容は変わってきましたが、一昨年までたくさん

の保護者や地域の方々に集まっていただき、ご協力いただきながら餅つきが

盛大に行われました。昨年度からは、新型コロナウイルス感染症拡大により、

規模の縮小に迫られ、やむを得ず子どもたちと職員のみの実施となりました

が、みんなの手で餅をつき、「砂糖醤油」や「きな粉」を付けておいしくい

ただきました。田んぼのお世話をしていただいた皆さん、田植えや稲刈りを

助けてくださった皆さん、そしておいしいもち米を

育ててくれた「中竹野の自然」、すべてに「感謝」の気持ちをもっていただきました。

本当にありがとうございました。 
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【H４年度 稲を干す様子】 

【H５年度 脱穀の様子】 

【H４年度 もち花づくり】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月に予定した「修学旅行」が今年度も新型コロナウイルス感染症拡大により、１１月に延期されました。

そして、５日（金）～６日（土）の１泊２日で、竹野３小学校の６年生の子どもたち３０名が揃って行ってき

ました。昨年度から、新型コロナウイルス感染症対策のために全行程貸切バス（宮島往復の船は除く）になり

ました。子どもたちは、広島での平和学習、宮島での歴史学習、そして宮島での買い物や岡山の鷲羽山ハイラ

ンドの遊園地での思い出づくり等、生涯忘れることができないくらいの心に残るひと時を過ごしました。 

何よりも３０名全員が、元気で無事に修学旅行を終えることができてよかったと思います。保護者の皆様に

は、子どもたちの健康管理、旅行の準備等大変ご協力いただきました。ありがとうございました。 

 

  

 

 令和３年度は、中竹野小学校最後の年となります。明治、大正、昭和、平成、令和と５つの時代に亘り、１４

７年の長い歴史を刻んできた中竹野小学校。校長室にある古い資料の中には、時代を感じさせる学校の様子が残

されています。第７号では、大正時代の様子をご紹介しました。今回は、昭和時代（前半）の様子をご紹介しま

す。 

◎昭和８年７月２７日 校地内の公園中腹に「忠魂碑」が建設されました。 

◎昭和１３年４月１２日 校地内の公園の「僕直」の碑の上に二宮尊徳の銅像が建設されました。 

◎昭和１５年１１月１０日 起源２６００年奉祝記念式典の際、楠公銅像が寄付されました。 

 ◇これらのものは、今でも校庭の南側、プール横に残されています。昭和の初めから、中竹野小学校の子

どもたちの成長を見守ってくださっていたのでしょう。 

◎昭和１７年 楠公銅像、二宮尊徳銅像が大東亜線戦争のため，国に渡されました。（応召） 

 ◇第２次世界大戦（太平洋戦争）中、戦争のための資材が足りず、あら 

ゆる金属が国に渡されました。校庭にあった、銅像までもが戦争のた 

めに渡されたことから、大変厳しい時代であったことが窺えます。 

  今は、どちらの像もモルタルで作られたものになっています。 
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